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研究成果の概要（和文）：監獄と植民地統治の関係性について、とりわけ英語圏カリブ文学を対象として、検討
した。結果から言うと、当初の目標の一部である、アフリカ文学と監獄の関連性については十分に調査、執筆予
定を達成することはできなかった。ただし、予定としていた英語圏カリブ文学に関しては一定の成果をおさめる
ことができた。とりわけ、C.L.R.Jamesのメルヴィル論を基軸とした監獄文学論は、論文として形にするところ
まではもっていくことができた。さらに、ここから派生した問題系として、冷戦期の比較文学論として、米軍占
領下の東アジア（朝鮮戦争と沖縄）と英語圏カリブ文学を比較するという視座が生まれたことは予想せぬ成果で
あった。

研究成果の概要（英文）：I examined the relation between prison and colonial governance in Anglophone
 Caribbean literature. As a consequence, I could not complete my initial plan of research and 
writing, especially of the relation between African Literature and prison. But I could publish some 
articles related to Anglophone Caribbean Literature. Especially, I could somehow produce a draft on 
prison literature that focused on C.L.R. James's book on Herman Melville. Furthermore, there was an 
unexpected consequence from this project: a perspective on comparative literature in the Cold War 
era, which contrasts East Asian literature (especially of the Korean War and Okinawa) with 
Anglophone Caribbean Literature of the 1950s, making the U.S. military occupation a common ground.

研究分野：英語圏文学、カリブ文学および思想
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１．研究開始当初の背景 
博士論文では、植民地主義的な言説が大衆
や民衆、群衆などの集合体を、いかに表象し
てきたかについて、あるいは、反植民地的な
言説がそれらをいかに書き換えてきたかに
ついて、英語圏文学（イギリス、アメリカ、
カリブ、アフリカを中心に）を題材として論
じた。本研究は、この論文の最後の二章で論
じたケニアの作家グギ・ワ・ジオンゴの経験
を出発点としている。 
すなわち、植民地において知識人が植民地
権力に抵抗する際、民衆や大衆という集合体
を立ち上げ、みずからの拠り所とするだけで
なく、反植民地的な言説が生成する際に、監
獄という場が重要な空間として機能してい
るのではないか、という仮説である。監獄が
ヨーロッパの植民地権力にとって自国の労
働者の規律訓練を図る不可視の空間として
機能したことは、ミシェル・フーコーを始め
とする論者によって指摘されてきた。また、
アンジェラ・デイヴィスは、合衆国において、
監獄こそが奴隷制の実質的な温存と資本主
義の共犯性を担保する場であることを喝破
してきた。これらの論者の中心的な論点とは
なっていないが、植民地主義と監獄の関連性
はさらに注目されてよいといえる。 
監獄は、植民地において暴力が行使され、
人びとの自律的な運動を規制し弾圧すると
ともに、植民地が独立した後も民衆的運動を
抑えこむ場として機能してきた。ただし、そ
れだけではない。70年代後半から 80年代初
頭にかけて収監されていた際には、グギは、
韓国の詩人金芝河から学び、新植民地主義的
な経済的搾取と自律的な政治運動の弾圧に
対して、人びとの声を媒介する風刺としての
文学を作り出してきた。以上を考えると、監
獄は、より水平的で、真に国際的な関係性を
想像し、民衆へと語りかける言葉を発明する
場としても機能してきたのではないか。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を元に、本研究では、前出のグ
ギ、ブレイテン・ブレイテンバッハら南アの
作家や詩人、また C・L・R・ジェームズやジ
ョージ・ラミングをはじめとするカリブ海地
域の知識人や作家ら、1950 年代の冷戦初期
から1970年代から80年代の冷戦後期にかけ
ての、アフリカ・カリブの監獄文学を対象と
する。そして、これらの書き手が、監獄から
／監獄をめぐって描いた大衆・民衆・群衆像
を批判的に検討することを目指した。 
また、監獄の特徴としては、身体の自由な
移動が禁止されているということが挙げら
れる。よって、身体の移動の可能性あるいは
不可能性と、これら脱植民地期の監獄をめぐ
る文学が、どのように連関するのかというこ
とも主要な検討対象となる。ポストコロニア
ル研究においては、移動しうる主体こそが言
祝がれるあるいは、検討対象になる傾向にあ
ったが、移動しえない主体が他の主体群の可

動性や移動不可能性といかに接合しうるか
を思考する場として監獄文学を考察するこ
とを目指した。 
 
３．研究の方法 
最初の 2 年は資料収集に力を注ぐことを目
指した。関連する文学書、研究書を揃えるだ
けでなく、まずは、C・L・R・ジェームズに
ついての論文を書くことを目指し、関連する
資料収集を試みた。彼がニューヨークのエリ
ス島に収監されていた時の関連文書がニュ
ーヨークのコロンビア大学付属図書館およ
び、ニューヨーク市立ショーンバーグ図書館
に集められていたので、それらのうちから重
要なものを複写するなどして、研究に役立て
るよう試みた。 
また、グギと金芝河の関連に見られるよう
に、バンドン会議以降の、アフリカ・カリブ
の文学と東アジアの文学の水平的なつなが
りについても、関連して文献を集めるなどし
た。 
 また、2 年目の半ばからは、国際会議等で
成果を発表するよう心がけた。ニューヨーク
州イサカのコーネル大学、台湾国立大学、ト
ロント大学などでシンポジウムに参加し、有
益な意見交換をすることができた。 
 
各年度の具体的な研究方法は以下である。 
 
2015 年度： 
本年度は、本課題そのものを支える問題意識
をより明確にできた。とりわけ、脱植民地期
における民衆や大衆という集合性がいかに
して表象＝代行されてきたのかという問い
が、監獄と移動という問題系により深く関わ
っていることを認識できた。この問いは、
2015 年 10 月に日本英文学会関東支部のシン
ポジウムにて提起した。 
重要だったのは、監獄と移動そして、民衆
や大衆についての表象には、移動の制限が重
要であるということに気づいたことだった。
特に、1951 年のマッカラン法により、カリブ
海地域の労働者及び作家らの多くが、合衆国
でなく、英国への移住を選んだ。他方で、法
の施行以後、合衆国内の黒人知識人の海外へ
の移動が制限された。さらに言えば、この法
を始めとする移動の制限は、環太平洋的な冷
戦体制とも関わる。朝鮮戦争と沖縄の軍事化
強化を経て、ベトナム戦争に至るまでの米軍
支配網の強化・再編成の一部として捉えるこ
ともできる。別様に言えば、軍事ネットワー
クという回路を通じて、逆説的に、それまで
は無かった類の「出会い」を可能とした 
 
2016 年度： 
主に資料調査行なった。ニューヨーク市の
コロンビア大附属図書館及びニューヨーク
市のショーンバーグ・センターにて、C・L・
R・ジェームズに関する資料の一部を収集し
てきた。ただ、コロンビア大附属図書館の C・



L・R・ジェームズ関連のアーカイヴは膨大な
ため、その一部を見ることができたにすぎな
かった。それでも、メルヴィル論を執筆して
いた時期の前後、エリス島での収監時期に書
いた手紙やFBIによるジェームズの追跡およ
び調査についての資料の複写など、重要な資
料を手に入れることができた。また、国際学
会にて C・L・R・ジェームズのメルヴィル論
についての発表を行うことができた（2016 年
7月、ニューヨーク州イサカのコーネル大学）。
これまで執筆を進めてきた C・L・R・ジェー
ムズのメルヴィル論と、やはり別の形で研究
を進めてきた沖縄の歌人である新城貞夫の
仕事を、これまでは別個のものとして論じら
れがちであった太平洋および大西洋の脱植
民地化のプロセスにおける冷戦化と軍事化
が、文学を介して批判的に連繋するあり方と
して比較した。また、同じく 7月に東京外国
語大学にて研究発表を行った。1956 年パリに
て開催された第一回黒人作家芸術家会議を
題材とし、英語圏知識人（リチャード・ライ
トとジョージ・ラミング、ジェームズ・ボー
ルドウィン）をめぐる軋轢について論じた。 
 
2017 年度 
 当該年度は、前年度に収集した資料をもと
に関連論文執筆に集中することを目指した。
10 月には台湾国立大学のシンポジウムにて
発表、2018 年 2月にはカナダのトロント大学
比較文学科年次大会にて発表を行った。いず
れも、1950 年代初頭の朝鮮戦争や米軍占領期
の沖縄が、同時代のカリブ文学（C・L・R・
ジェームズやサミュエル・セルヴォン）にい
かに描かれてきたかを論じることで、環太平
洋および環大西洋における、米軍統治と人種
化の様相の連続性を論じた。また、2017 年末
から 2018 年初頭にかけて、関連する論文の
投稿を二、三度行った。一部の結果は未定だ
が、掲載が決定しているものもある。また、
トロント大学での報告は、今後の研究にとっ
て重要な知己を得ることができたという点
で非常に有益であった。 
 
４．研究成果 
 結果から述べると、当初予定していた様な
規模での成果を得ることはできなかった。南
アの作家ら、そしてグギの監獄記について論
じるにはもう少し長いスパンで研究計画を
立てるべきであった。ただし、カリブ文学に
関しては、一定程度以上の成果を収めること
ができた。掲載予定のものも含めれば、4 点
の論文を出版することができた。また、関連
する業績として、以下のリストには記してい
ないが、ジョージ・ラミングの最初の小説作
品である『私の肌の砦のなかで』の全訳を出
版する予定である。 
また、予期せぬ成果として、監獄文学を論
じる過程から、さらなる研究への展望を得る
ことができた。すなわち、C・L・R・ジェー
ムズの監獄文学とも言うべきハーマン・メル

ヴィル論の『船乗り、背信者、難破者』を軸
として論文を執筆するなかで見えてきたの
は、1) 1951 年のマッカラン法を起点として
合衆国の国境をめぐる移動の自由の制限と
移民をめぐる状況、2) 中国での革命の成功、
朝鮮戦争以降の南北の国境の固定、そして沖
縄での米軍基地の拡大など東アジアでの冷
戦と軍事化、すなわち、帝国日本から合衆国
への占領統治の継続、そして、3)トリニダー
ドやガイアナをはじめとするカリブ海地域
において、イギリスからアメリカへ帝国間に
よる植民地統治の継続としての新たな軍事
基地の設置を介して「反米」とみなされる勢
力を弾圧してきたこと、以上 3点が相互に連
関し合っているという事実である。 
 反省としては、統治と人種化の空間・装置
としての監獄についての考察を、理論的かつ
歴史的な位置付けとして、フーコーやアンジ
ェラ・デイヴィスらが論じている以上に、よ
りニュアンスに富んだものとして提示でき
たらなお良かった。これは今後の課題である。 
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